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黒田清輝宛
　
黒田貞子書簡
　
影印・翻刻
凡例　
以下に、黒田清輝宛黒田貞子書簡を翻刻する。翻刻は田中潤
（学習院大学非常勤
講師）
が担当した。翻刻に当たっては以下の点を配慮した。
一、所蔵明記のない書簡はいずれも東京文化財研究所の所蔵である。二、本文の行取り、文字は原則原文通りとし、影印版と照合できるように配慮した。三、文中には適宜、読点（、 ）を加えた。四、誤字・当て字・衍字がある場合も、原文のままとし、傍註で（ママ）と記した。五、抹消文 は、すべて左傍に（〃）を附した。判断不能の塗抹文字は、その字数　　
を計って■を挿入した。
六、文字の上に別字を重ね 書いた箇所は、上に書かれ 文字を本文とし、そ 左　　
傍に、下に書かれた文字数の（
●）を附し、その判読が可能な場合には、×を
　　
附して傍註を施した。
七、踊り字は、平仮名はゝで、片仮名はヽ、漢字は々とし、複数字の繰 返 際　　
には〳〵で示した。
八、書簡の紙継ぎ部 影印版 下縁に△ もっ 示し 。（謝辞）封筒の翻刻については、東京文化財研究所・小山田智寛氏の御教示に預かった。
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明治十九年四月二十九日書簡（〇二‐〇五三‐〇三）
（縦十六・〇㎝・横一九二・〇㎝）
三月六日御だしの御てがみさる十八日あ
（ママ）
りとゝき、又十二日
つけの御てがみもさくじつとゝき、いよ〳〵御げんきにてべんきようなされ候よし、何ゟ
〳〵
けつこうなる事にて、
ま事ニ
〳〵
あんしんいたし候、
こゝもとにおつても、父上様御初、みな〳〵しごくげんきにて 座候間、どふぞ
〳〵
御あんしん下さるべく候さて大さこさ のびんよりおくり玉ハり候 んちやくは、やすいものニ候よ 、なか〳〵こちらなどでハやすいものと（×とわなく）
わみへず
●
●
●
●
、二百五十文どころで
なく、とふぶつやなどできくと、 か〳〵あれだけの品する 七拾五
か六十せん
ぐらいはする ら、ま事にいゝ事をしました、又ちうもんをしてやれとゆうてくいやつて、じつニ
〳〵
かたしけなく、もらつ
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九三
たゟその心ざしかうれしい事にござ候、此まへのてがみに、おみねさんがあしたはがさんにいくはつとゆうてやつたとふり、十七日におよめ入りもあひすみ、父上様・ハたし・おゑ どのといきまして、し から ばさん・父上様御いてなされ候、なか〳〵おもの入りにござ候、したのゆへおむこ入りが二十五日にて、にぎ〳〵し 事にござ候、した これで あんしんなされ候、又おんな せいとうがそちらにはおハさばかりにてこなかつたよしかへつ いゝ事ニござ候、そちらもおてんきがよろしいとかぜがふくよし、こ もやつぱりおてんきぢやとかぜがふくし、此ごろハあめがしじゆうふり、ふじゆんなじこうにて御座候、まる〳〵し ぶんもとゝいたよし △
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おもしろくていゝ事にて御座候、なをぼんなどにゑいりしんぶんもたしかにとゝきおふよろこびにござ候、あつく御礼申上候。とう〳〵あねさんたちをまちつけ、あしたよこはままてむかいにいくはづに 座候ゆへ、ま事ニ
〳〵
こどもにあひた
くてじつにうれしき事に候、おまへのもどりやると 、むかひにいくときハどんなうれしいかろうと、新二郎どんなんどゝおわさをする事にござ候、おまへのこちらにおいやるうち○ぢやつたか、父上様のおふきくあぶらゑをたかはしとゆうひとにかいておもら なさつたが、その ひたのが父上様へすこしもにらずして、又こないだきてよくなをしましよふとゆうてなをしたけれども、どう いけなひ
△
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九五
からおまへのおとつさんをかいておくりやつたのを、おとつさんがたかはしとゆうあぶらへかきにおみせなされ候へば、ま事ニ
〳〵
ならハずにこんなにおかきなさるの したちがよろしい、とゆつてたいへんほ
（×■）
めて●
いたから、父上様もよろこんでいらつしやつたよ、それでかならす又け こうもしたほうがよかろうと父上様もおつしやるから、そげん○しやれ、ま事にいゝ事
〳〵
、こんどのてがみを
たしやるまへハ、がつもおまつりにつき、おやすみに相なり候よし、又久まつさんとゑんそくなんどをしや たよし、たのしみにてござ候ハんとそんし申候、ハたしもあいかわらすうんとうしなから、御あんしん下され候、あたゝ くなつたら、かごしまのすしでも △
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つけようとおもつているけれども、いまたさむい事ゆへ、つけださずにいる事に候、きのうハ五月のにんぎようかざりをして、又まきでもしようとおもつている 、ま事ニ
〳〵
すこしのにん
ぎようでもたのしみに御座候、まつハ御へん■
〃〃
■じ
かた〳〵、めてたく　　　　　　
かしく
　
四月廿九日
　　　
母ゟ
　
新太郎との
　　　　　
ぶじ
　　
かへす
〳〵
、からだを
　　
大しになされかし、
　　
くれ〳〵もねんしまいらせ候、
　　
又あつく相なり候へバ
　　
へんなむしがでるだ
　　
ろうとかんかへてお よ、
△
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九七
　　　
四月廿九日
　
東京
　　 　　　　　
母ゟ
　　
ふらんすぱりす
　　
新太郎殿
　　 　
ぶじ
　
〆
（表）（裏） 封筒
（縦十一・〇㎝・横十七・三㎝）
佛国巴理　　
黒田清輝殿
　
日本東京
　 　　　
黒田清綱
Monsieur K. Kuroda
　　　Légation japonaise
　　　　　France Paris
　　　chez Monsieur Kimura
　　　　　13 rue Brézin
　　　　　　　　montrouge
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明治十九年六月十一日付書簡（〇二‐〇五九）
（縦十六・〇㎝・横八十六・一㎝）
四月二十三日御だしの御てがみ、たしかにさる六 ニ相とゝき、さつそくひらき候へば、いつもながらしごく御げんきにてべんきようなされ候よし、なにゟ
〳〵
うれしき事、
じつニ
〳〵
安心いた 候、
此てがみをだしやつたあけの日から、おまへのがくこうのおやすみが一しゆうかんばかりあるよし、その内ニしやしんをとつてやるとの事にて、大たのしみをしてまつておつ ところが、四月三十日 だしの御て みもきのふ相とゝき候ところ、さつそくその てがみをみ候へば、しやしんはとらなかつたとの事ゆへ、がつかひいたし候、又つごうの△
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九九
よいときには、ぜひ〳〵このごろのを見たひからとつておくつて下され度、おたのみ申まいらせ候、したの内へおてがみをあげやらぬ事ハ、さつそく父上様へおでんごんは申上おき候、さて又やどのほふも父 様はしめ、みな〳〵しごくげんきにし おるから、御あんしん玉ハるべく候、たゝいまあねさ たちもあんまりとうぢがいつときにてものだらなひから、ゆうてあげ かもしれないけれども、上のゝさきのねぎしのほうふへ ゑがわぜんたろふとゆ ひとの
内
（×所を）
を
かりておいやる○それ
●
●
て、
ハたしもたび〳〵いつ 、ま事ニ
〳〵
たのしみな
事にござ候、いまた、ハたしふしんがかたづ なひゆへ七丁目ニおります、そこへさくじつハあねさんたちおや子三人きてにぎやかな事にてござ候、さ 、新二郎・
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一〇〇
直ぼんなどのしやしんがとゞいたよし、ま事ニ
〳〵
大きく
なつておどろきやつたよし、又くらのようすがおぢぞふさまのようにみへて、そのゑが○かひてあつたも だから、みんなおふわら したよその事をくらにきかせたら、なを〳〵あたまをふ てハらいました、こんど やすみに、二どもゑんそくをしやつたそな、さぞ〳〵おもしろき事であつ ろふよそちらへにつぽんじんがたくさんついてきたそふな、又あ かわみのしさんもそちらにおぢつたよし、おめにかゝ てにつぽんのはなしなどきゝや たそな、それにひなごはんはりつぱなところて ちそうになりり〃
やつたよし、ま事ニ
〳〵
よき事ニ御座候、まへださんもよふこふめした
△
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一〇一
が、そのまへだこうかいさんにハおめにかゝりやらんぢやつたか、みんなほふぼうのお人たち ようこふめす事にて、おまいなどははやくてよい事でありまし又そちらもなつのようにあつくなつたり 又あめでもふるとさむくなつたり、じこうがま事にハるいからせつぺゆうじんをしてくひやれ、こちらもおなしくふ
（×■）
じゆ●
んなは
だもちゆへ、あつくてあせがでるかとおもへバ、又さむくなるし、しじゆうあわせや、はをりははなされなひ事にござ候、さておまへのゑかきのけいこはどんな事や、おとつさんはそのゑかきのけいこはま事にいゝ事とおつしやる、またぶんぞふさんもなにでもしならつたほふがために る、ゑ心のある人だからよつぽど △
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よかろふとの御事にござ候、又はらさんとゆうおかたになつのきものやら、しやつやらもらいや
つ
（×く）
た
●
よし、
ま事に御しんせつな御事、おまへハま事ニ
〳〵
とくな人
人にもちいられて、だれからでふくを らつたりしてよい事、こちらからもうれしい事にござ候 又そのは さんどふぞ
〳〵
よろしく申上て下され候、
此おわがき
は
（×の）
に
●
つぽんじは
いつでも父上様にかひてもらいますけれど 、こんどは新二郎どんにうハ をかいてもらいました、ま事ニこうしうくわんにてやるからともたちのしがきて き かな事だよ、よしたさんや八郎 んにやいやつたて みは、たしかにきたときハたします、さそよろこびましよふよ、まつ御へんじまて、あとハ又のびんゟ、
　　
めてたく
　　　　　　　　　
かしく
△
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一〇三
新太郎との　　　　
ふし
　　
かへす
〳〵、
ふじゆん
　　
ゆへ、せつかく
〳〵
から
　　
たのよふじよふ大一に、
　　
くれ〳〵もねんしまいらせ候、
　　
につほん東京
　　 　
母ゟ
ふらんすぱりす新太郎との　　　　
人ふじ
々
　　　
六月十一日
　
〆
（表）（裏） 封筒
（縦九・一㎝・横十四・六㎝）
　
佛蘭西巴里ニテ
黒田清輝殿
（墨書）
　　
大日本東京
　　
黒田清綱
△
Monsieur K. Kuroda
　13 rue Brézin
　　　Légation japonaise
　　　Montrouge
　　　France Paris　　Kouroda
Tokio Japon
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明治十九年七月九日付書簡（〇八‐〇〇三‐〇二）
（縦十六・〇㎝・横二五三・八㎝）
五月二十一日つけの御てがみ、たしかにさる二 ニ相とゞき、さつそくひらき候へハ、いつも
〳〵
おげんきにてべん ようなされ候よし、何ゟうれしくそんし 、そちらもすいぶん御あつさにあひなり、やはりけんじゆ にも こたらず御いでのよし、あせハだら〳〵てるそうだけれども、ようじんをし むこのほうへぢばんもおきつけにしてきなおしやるよし、ま事ニ
〳〵
それこそ
あんしんいた いらせ候、この地にて すいぶんあつさとハゆうものゝ、あさゆうはま事ニはだもちハすしき事に候へど 、こ 日はじつニ
〳〵
あさからなんとも
かんともいわれないようにあつくて、ぐにや
〳〵
しておる
ようにござ候、これから又おき
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一〇五
ハたへずにすへるほふがよろしく御座候、父上様や子どもハ、なつになつてます〳〵御げんきにござ候間、どふぞ
〳〵
御あんしん下され候、
此まへのひんに一寸ゆうてやつたが、ふらんすからもどつたさのさんとゆう人がくわしくはなしてきかせてもらいました所が、たいへんにべんきようしていられます○とんと此しや んのとふりでござりますゆうて、はながみ入
（×■）
れか
●
ら
おまへのしやしんをだしそのはなしでありました、ま事ニ
〳〵
あんしんしました、
そしてこんどハほんとうにゑのけいこをしやるよし、ま事ニ
〳〵
よいおもひつきだよ、
父上様もこれはおまへがすきゆへなんで すきなものならけいこのいくもんだからよつぽとよかろうとおつしやる事に御座候、文蔵様へもそのは △
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なしをしたら、そらよい事ちや、日ぽんにハほんとうのゑかきハすくないから、ふらんすのゑはよほどよい事
（×■）
と
●
の御はなしにござ候、
それをやりつけるとくいはづしハしないとおつしやつたよ、ま事ニ
〳〵
よい事ちやと
たいへん ほめておちやつたで、おまへのほねおりだけれども、からだのゐたまぬようにして、べんきようなされてく
（衍カ）
くれ〳〵も
ねんじ申候、ことしのなつはおもひがけなくざしきハひろなるし、かせの入りがじつによろ き事にござ候、又うんどふにハまいばんあねさんやどのへから、こうじまちほうぼふであるきますゆへ、とうそ
〳〵
あんしんして下さいよこんどのび からおとつがおまへのちうもんのほんを御おくりなさるから、た △
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一〇七
のしみに御らん、又おもしろきほんをおくるよ、此ほんのうハがきも、さのさんが○かいておひてくれました、これがとゝいたら黒田さんがこれはさの じだといわれましようといやる事ちやつた、ま事ニ心やすい人にて御座候、又こないだハあねさんと しけぼん・かねぼんをつれて○きちぼうじんにおま入りして、よたのしみをし し あそこで、はとのにたのをたべやつたのが、いま にくちにのこつておるようだそうな、そんなおいしいもんなら、こんどいたときはたべてみましようよ、あねさんが がみをやろふとおもふけれども、二人子ともにいしがしくて、あげだ
（×■）
さ
●
んからよろしく
〳〵
と
もふされ候ゆへ、さよう御かんがへ下され候、下もみな〳〵さまおかわりなく御くらし △
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一〇八
なされ候間、これ又御あんしん下さるべく候、せつかくてがみをだそうとかひておる所へ、五月廿八日たじの御 がみがとゞき、さつそく父上様へ し上申候はんきりはいけなあんばいや、またあるかすく くなつたらはやくゆうてやつてくひやれ、そうすれば、すくにおくつてあげるから、ことしハみつあびはどんな事や、又此 がみのとゝ ころハほんのあつさのさかりになるから、せつが
〳〵
大じ
になされ度、かへす
〳〵
も御た
のミ申まいらせ候、又おまへのおやすみでもなつたときに、かごしまのおぢ んにすこしでもてがみをおくつてあげてくひ い、先じつもかごしまからてがみがきたとき、お への事もいけな事か たづねておやりなさつた ら、とふそ
〳〵
いつで
もよいから、ゑ入り んぶん△
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一〇九
の事は新二郎と直ぼんにそうゆうておきました、おまいのしやしんはつごうにて、此ごろのしやしんをとつておくつてくひやれ、どふぞ
〳〵
まつております、
こないたかごしまのおぢさんが、とびうをのひものをたくさんおくひ下され候へバ、ま事ニ
〳〵
おいし事にて、
おまへにもたべさしてあげたひとおもひ候、せいよふりよいは、ふだんたべておいやるから、たまにハひものゝようなものをたべたひ事あろふとかんがへおり候、さてこん日とゝき候御てがみを父上様へうけ玉ハり候へバ、いよ〳〵ゑのけいこにおでし入りをなされ候よし、ま事ニ
〳〵
けつこうな事にて、
御めてたく御よろこひ申候、こちらハどふゆうものか、てんきつゞきにて、なが〳〵も
422.indb   387 17/08/01   8:53
美
　
術
　
研
　
究
　　
四
　
二
　
二
　
号
388
一一〇
あめが二度ほどふつたばかりに御座候へば、ハたしのきらいなかみなれが一 もなりださぬから大しやハせにござ候、此あとがま事ニ
〳〵
けんのんにござ候、まつは御へんしかた〳〵、申まいらせ候、　　　　　　
めてたく
　　 　
かしく
　
七月九日
　　　　　
母ゟ
　
新太郎との
　 　 　
人々
　　
かへす
〳〵
も、時分から
　　
せつがくからたのゆう
　　
しん大一にこさ候間、
　　
くれ〳〵も御たのミ申候
　　
〆
　　 　 　
七月九日
　　
母ゟ
ふらんすぱりすニて △
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黒田清輝宛
　
黒田貞子書簡
　
影印・翻刻
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（表）（裏） 封筒
（縦十一・五㎝・横十七・五㎝） （〇八‐〇〇三‐〇一）の封筒に一括
佛國巴理
　
黒田清輝殿日本東京　　
黒田清綱
七月九日
新太郎との　　　　
人々
　　
ぶじ
　
〆
Monsieur K. Kuroda
　　chez mu Yauuez（カ）
　　　10rue de Luxembourg
　　Légation japonaise
　　　　　Belgique
　　　　France Paris
△
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明治十九年七月二十三日付書簡（〇二‐〇七七‐〇二）
（縦十六・〇㎝・横一六九・五㎝）
六月四日おだしの御てがみ、七月十七日たしかに相とゝき、父上様へ御さしだ のの
（衍カ）
御てがみも、さる廿日ニあひ
とゞき、ま事ニ
〳〵
うれしく、
さつそくひらき候へば、いよ〳〵御げんきにて御べんきようなされ候よし、何よりけつこうなる御事にて、あんしんいたしまい せ 、せんしつ申候とふり、とうねんのあつさハひ かたならぬ事ゆへ、かねてあつさきらいが、なをいやでたまらぬけれども まづ父上様はしめ、みな〳〵げんきにしており候ゆへ、どうぞ
〳〵
御あんしん玉ハり度
ねんしまいらせ候、ことしハなが〳〵にあめわふらず、かみ れわならすに、ま △
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黒田清輝宛
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事ニいゝ事とおもひのほか、さる二十一日おひるすぎ、ぴかりともせずにあめわとき〳〵ふり候へども、それこそ
〳〵
だしぬけに
大かみなりがな 、どうもびつくりいたし、せつかくおたばこをのもふとして火をつけようとする所へ大きなおとにて、きせるもとりおとし、あとでハおふはらいゐ し候、あねさんやどでも、子どもはじめみな〳〵しこくのげんきにこさ候間、これ又御あんしん玉ハり 、ほくかひどうへ、此廿六日にたちに相なるはつにござ候ゆへ、あとは又さびしき事とそんし申候、こんどハ又あきか又大はる 、ぜひともかへるとゆう事ニ候へば、いま らそれをたのしみにして、さき ま
●
た
（×ち）
なければいたしかたござな△
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く、さようあきらめおり候、だん〳〵子ともがかわゆうなつてくれば、なを〳〵あちらへやいたくない事だよ、したてもみ 〳〵さま御きげんよく 正ぼんさん どハいたつて きでよい事にござ候、おみねぼんさんがりつぱな事にて、あひかわらずおしやべりをし おいやるけれども、きどくにみんなはがさんのしがいゝ人たちだから、うちだされずにおりやるから、しやはせな事ニござ候、おまへのゆうて いやつた事を下の父上様へはな たところ、おふわ いにて候、ゑいりしんぶんもたしかにとゝき候へバ、直ぼんがおふよろこびにて、さつそくはけかたいたし候、さくじつハ父上様せ ようりようりに文蔵さんへおせんべつをなされ、したの父上様・八郎 ん△
422.indb   392 17/08/01   8:53
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御どふ〳〵にて御いてなされ候、こんど御たのみ なつたゑのせんせいは、ま事ニ
〳〵
しんせつな人のよし、じつニ
〳〵
おまへのしやわせ、ハたしなどもかけて大あ しんに御座候、どうぞ
〳〵
どんな
のでもおまへのかきや たゑを、なんでも良い らてくひやい、そのかわひにハ、ゑいりしんぶんはおやめでよ から、どうぞ たのみ申候、せんせいの ぞみのにしきのきれか、又ははな ぬいだしのきれか、たのみのよし、いゝのをみたて おくり申候よういたすべく候間、御まち玉ハり候、時分からの事候ゆへ、せつかくいたまぬようになされ度、 れ〳〵も御 ミ まいらせ候、まつハこ だけめてたく　　　　　　　
かしく
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（表）（裏）
封筒
（縦十一・〇㎝・横十七・五㎝）
佛國巴里　
黒田清輝殿
日本東京　
黒田清綱
　　
七月廿三日
七月廿三日
　
母ゟ
　
新太郎との
　　
かへす
〳〵
、からだを
　　
大じおきうもおす
　　
へなさい、よ じよう大一、
　　 　　　　
めでたし、
△
Monsieur K. Kuroda
　　aux de
la Légation japonaise
　　à la Haye
　　　　France Paris
　　　　　　　Hollande
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明治十九年七月二十三日付書簡（四七‐〇六一‐〇二）（縦十六・〇㎝・横一六九・五㎝〈中略部分も含む〉 ）
二月十六日つけの御てがみ、先月三十一日にたしかにとゞきました、さつそく御よみなされ候へバ いよ
〳〵
御げん
きにてべんきようなされ候よし、何ゟけつこふ る事で、御めてたくよろ び申候、父上様しごくおげん さま、直つなとのもしごくたつしやてべんきよういたされ候間、とふそ
〳〵
御あんしん下され候、
こんどのきよふしんくハひにわ、 ふしくわんでおかきなつたおんなのはだかのゑをおだしなるよし、せんせいに見せやつたらどうゆう事に御座候や よいいつて、きよふしんくわいにおだしなつてとふそ
〳〵
うけとられたら、その上も △
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なき御事と山々そんし申候、こんどのおてがみ、五月のすへつかたにハふらんすをたつとゆうておやりなされ候て、じつニ
〳〵
あんしん
ゐたしまいらせ候、やうやく大あんしんしました、いまゝでハ、はつきりいつがたとゆう事が○わかないもんだから、な だかふあんし におもい候てをりました、ま事ニ
〳〵
うれしき事に御座候、さ候へば、あめりかのほふへわはやくおゐでになるだろうとそんし、こちらへハ七月のすへがたにハ、もど つきやるだろうか、そのじぶんにハよほどあつさ
（×く）
が●
ひど
かろうとおもいます、よこはまゝで、ぜひ〳〵むかひにいこふとおもつて、それをたのしみにあいまち申候、先々月 ら大いそへ、あねさんたちみな〳〵
△
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まいられた事ハ、せんにゆうてあげたけ ども、いまだ、もとりかたこれなく、先月十二日の日 らおしけぼんかねぼんとしけんがあるから、ぜひかへ たゐとゆうて、きよふだいづれでもどつてきましてにぎやかでありました それからしけんもすみ候ゆへ、又大いそのほふへ廿二日ゟハたしが○子どもをつれていきま た、よいたのしみゐたし候、先月（中略）△　　　　　　
めてたく
　　
かしく
　
四月六日
　　　
母ゟ
新太郎との　
直々、もすこしのあい
　
たの事ゆへ、御み大せつに
　
なされ度、くれ〳〵もねんし
　　　 　　　　
まいらせ候、
（長文にわたる留守宅内の報告の為
（（行分を割愛した。 ）
（表）（裏） 封筒
（縦九・五㎝・横十二・一㎝）
　　Kiyoteru Kuroda 〔　　　〕
　　　　　Japanese Legation
　Août Joufflot Paris
g rue. lullier. g
　　　　　Cantheon France
　Paris
佛国巴里　　　
黒田清輝殿
　　　　　　　
平信
　　　　
日本東京
　　　　　　
黒田清綱
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